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3 基本計画 
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3-1 導入機能 
①施設構成 

居場所・ 学び事業、 つながり ・ 広がり 事業を行う 場所と し て、 想定さ れる施設構成を 下図で示

し ます。  
 

【 施設構成概念図】  
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3-2 各ゾーンの展開 

 エント ラ ンス・ 総合受付 

（ 仮称） 科学技術学習児童館内の各施設の受付機能を 始め、 施設案内、 休憩スペースやミ ニラ イ ブ

ラ リ ーで構成さ れる施設の顔と も いう べき エリ アです。 児童やその保護者をはじ めと する利用者に広

く 開かれ、 温かく 招き 入れる「 オープン」 な性質と と も に、 不審者などに対するセキュ リ ティ を 確保

するための利用者入退館管理を 行う 「 ク ローズド 」 の性質を 兼ね備えます。  
 

  

空間イ メ ージ 

  

  

1  

構成要素（ 機能）  

・ 児童館利用者の受付（ 利用者入退館管理）  

・ 新規利用者登録受付及び施設案内 

・ 休憩スペース 

・ ミ ニラ イ ブラ リ ー 

概念図 

ミ ニラ イ ブラ リ ー 

休憩スペース 

受付 
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   ステッ プアッ プ型ミ ュ ージアム 

施設全体の目標である 「 生き る 力」 の育成に向けて、 ラ ボなどの施設と と も に科学学習の一翼を

担う 「 科学の学びの場」 です。 従来のミ ュ ージアムのよう に、 幅広い年齢層が単一の内容を学ぶのでは

なく 、 子ども の成長に合わせた教育内容に的確に対応するために、「 ステッ プアッ プ型ミ ュ ージアム」

と いう 新し い考え方でアプローチし ます。  
 

「 ステッ プアッ プ型ミ ュ ージアム」 概念図 

  

 

 

 

2  3  4  

2  3  4  
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 キッ ズスク エア（ 乳幼児コ ーナー）  

テーマ： 春日部と 遊ぼう ！ 

遊び・ 感触・ 感覚を 通し て知識が体に染み込む学びの場 

キッ ズスク エア（ 乳幼児コ ーナー） は、 主に未就学児が春日部市の身近な自然や文化を「 遊びなが

ら 」 体で感じ 吸収するエリ アです。  

「 自然」 と 「 文化」 の２ つのエリ アで構成し 、 春日部市の自然環境と 、 その風土が育んだ江戸・ 明

治から 続く 伝統文化に触れる時間を 重ねるこ と で、 春日部への郷土愛を育むと と も に、 次のレベルの

「 科学（ 自然の原理・ その応用）」 への関心につなげていき ます。  
 

   

キッ ズスク エア（ 乳幼児コ ーナー） で扱う コ ンテンツ 

   

2  

構成要素（ 機能）  

●キッ ズスク エア 

自然コ ーナー 

・ 春日部の川と 砂丘 

（ 室内砂場＆プロジェ ク ショ ンマッ ピング）  

・ 水辺と 陸地の生き 物 

文化コ ーナー 

・ 積み木広場 

・ かく れんぼ広場 

・ シンボルツリ ー 

・ 風に乗ろ う ～大凧体験（ ネッ ト 遊具）  

●乳児エリ ア 

・ ソ フ ト ク ッ ショ ンフ ロア 

●その他 

・ 幼児ト イ レ ＆授乳室 

・ 育児相談室 

概念図（ キッ ズスク エア全体）  
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空間イ メ ージ 

 
 

水辺と 陸地の生き 物 

春日部の川と 砂丘 

かく れんぼ広場 

大凧体験 

シンボルツリ ー 

積み木広場 

藤の花 
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 ミ ュ ージアム・ Ⅰ（ ベーシッ ク ）  

テーマ： 世界を 探る 

わたし たちが今生き る「 世界」 を科学の目を 通し て学ぶ場 

身の回り のさ まざまな現象に対する子ども たちの疑問を、 科学の視点から 解き 明かし ながら 、 わた

し たちが生き る世界の成り 立ちや仕組みに関する知識を 得ら れるミ ュ ージアムです。 理科の基本的な

4領域（ エネルギー、 粒子、 生命、 地球） を水コ ーナー、 地コ ーナー、 空コ ーナーに構成し 、 子ども た

ちの理解につながるよう に展開し ていき ます。  
 

   

ミ ュ ージアム・ Ⅰ（ ベーシッ ク ） で扱う コ ンテンツ 

基本的な４ 領域の分担（ 一部例外あり ）  

エ ネ ルギー （ 物理）  ＝空 

粒 子 （ 化学）  ＝水 

生 命 （ 生物）  ＝地 

地 球 （ 地学）  ＝空と 地で分担 
 

   

・ 気象･宇宙
・ 目に見えない事象

（ 音･光･電流･磁界･力学）

水と 水溶液を 通し た学習
大地と そこ に生き る
命についての学習

・ 地球（ 地形･災害･環境）
・ 生命（ 生態系・ 細胞）

温度･体積･溶け方･化学変化･
も のの性質と 成り 立ち･

水の力

空や目に見えない力
などについての学習

地コ ーナー水コ ーナー 空コ ーナー

3  

構成要素（ 機能）  

●水コ ーナー 

・ H 2Oラ ボ（ 実演ステージ）  

・ H 2Oステージ（ 水の力）  

・ H 2Oフ ォ レ スト （ 水の三態）  

・ ケミ テーブル（ も のの成り 立ち）  

●地コ ーナー 

・ アースリ ウム（ 地球： 地形・ 災害・ 環境）  

・ ラ イ フ ウォ ール（ 生命： 生態系・ 細胞）  

●空コ ーナー 

・ イ ナズマステージ（ 放電装置）  

・ 音と 光 

・ 力学 

・ 電流・ 磁界 

・ 気象・ 宇宙 

概念図 
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空間イ メ ージ 

 
 

 

 

H ２ Oステージ 
H ２ Oラ ボ 

ケミ テーブル 

H ２ Oフ ォ レスト  

アースリ ウム 
気象・ 宇宙 

イ ナズマステージ 

力学 

音と 光 

ラ イ フ ウォ ール 

水コ ーナー 

地コ ーナー 
空コ ーナー 

電流・ 磁界 
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 ミ ュ ージアム・ Ⅱ（ アド バンス）  

テーマ： 立体資料室 

も のづく り や研究に役立つためのヒ ント がいっ ぱいの創造力を 刺激する場所 

こ の世界を 構成する「 材料」、「 道具」、「 仕組み」 について、 分野を 超えた新たなも のづく り や仕組

みづく り のヒ ント など、 新たな知見を得るき っ かけと なる資料室です。 実際に手に取るこ と ができ る

「 触れる展示」 と と も に、 広く 深い領域に対応でき るよう に「 デジタ ル資料」 の両面から アプローチ

でき ます。  
 

  
 

ミ ュ ージアム・ Ⅱ（ アド バンス） で扱う コ ンテンツ 

   

4  

構成要素（ 機能）  

●資料棚 

実物資料を 手に取るこ と ができ る棚 

●メ ディ アテーブル 

実物（ 資料棚の実物資料） ＋AR
※１

／付加情

報により 、も のの性質の違いや用途・ 応用例

など、 より 深い理解を 促す 

●モノ リ ス（ サイ ネージ）  

大量のデジタ ルデータ の中から 目的の情報

を 検索でき るサイ ネージ 

概念図 
 

 

※１  AR： Augm ented Realityの略。「 拡張現実」 の意味。
実在する風景に、バーチャルの視覚情報を重ねて表示
する技術。  

※２  ラ ボ： ラボラト リ ー（ 研究室） の略。 本事業では、
科学の実験やモノ づく り などのサイ エンス学習の
活動を行う 場所と し て3つのラ ボ（ 35ページ以降参
照） を設定し ます。 ラボ活動により 、「 科学」 を通し
て子ども たちの「 生きる力」 を育みます。  
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空間イ メ ージ 

 
 
  

モノ リ ス 

メ ディ アテーブル 

資料棚 
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 サイ エンスLab（ 科学を学ぶ実験研究室）  

施設の活動の主軸である科学教育を 通し た「 生き る力」の育成において中心と なるSTREAM の中で、

主に物理・ 化学・ バイ オ系の実験・ 研究活動を通し た学びの場所です。  
 

答えが定まっ た問いを 解く のではなく 、「 自分で課題を設定し 、自分で答えを 導き 出す力」 を育てる

ために、 子ども たちの「 なんでだろ う ？」 や「 も っ と 知り たい！」 と いう 気持ちを、 スタ ッ フ のサポ

ート のも と 、 研究課題の設定から 仮説、 実験計画、 考察まで子ども たちが自主的に進めら れるよう に

し ていき ます。 また周囲と の協働の意義を 、 実践を 通し て学びます。  
 

  
 

  

 

5  

構成要素（ 機能）  

●ラ ボスペース 

・ 実験台 

・ 流し 台 

・ 収納棚 

概念図 

 

一年のスケジュ ールイ メ ージ 

公立学校のスケジュ ールに合わせ３ 学期＋夏休みの体制 

参加者の学齢・ テーマに合わせたク ラ ス編成 

Pro ject 1（ １ 学期） Pro ject 2（ ２ 学期）

課題決め 仮説立て 実験計画

実験 考察

課題決定から 考察まですべての工程をチームで
自ら 計画し 行う 。

基礎・ 共通プログラ ム チーム型プロジェ ク ト

・ サイ エンスLab趣旨説明
・ 器具の使い方
・ 観察・ 実験の進め方
・ 科学（ 理科） 基礎（ ミ ュ ージアム学習）

・ フ ィ ールド ト リ ッ プ
（ 研究・ 調査などのための実地見学）

・ ラ ボ・ 研究室見学会
など

発表準備 発表※ 賞の授与※

さ まざまなテーマにク ラ ス全体で取組む。

・ さ まざまな観察や実験（ 練習）

夏休み（ 自由研究） 特別プログラ ム

オリ エンテーショ ン

共通プログラ ム

特別プログラ ム

Project 2で行った研究成果のまと めと 発表を行う 。

Pro ject 3（ ３ 学期） 研究発表

※アカ デミ ー展覧会などの開催
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 FAB Lab（ も のづく り の工房）  

施設の活動の主軸である科学教育を 通し た「 生き る力」の育成において中心と なるSTREAM の中で、

主にも のづく り ・ 制作活動を 通し た学びの場所です。  
 

「 教科横断的・ 統合的な学び」、「 課題解決型・ プロジェ ク ト 型の学び」、「 社会・ 世界と つながっ た

実践的な学び」 の実践のため、 サイ エンスやアート と いっ た領域の区別を超え、 新し いも のを 生み出

す創造力を 鍛えます。 また個人での活動のほか、 他者と の協働を通し 、 より 複雑で高度なも のを 多く

の人の力を 合わせて作り 出すこ と の意義を 学びます。  
 

  
 

   

6  

構成要素（ 機能）  

●ラ ボスペース 

・ 作業台／テーブル 

・ 加工（ 金属・ 木工など） エリ ア 

・ 収納棚 

概念図 

 

一年のスケジュ ールイ メ ージ 

公立学校のスケジュ ールに合わせ３ 学期＋夏休みの体制 

参加者の学齢・ テーマに合わせたク ラ ス編成 

課題決め 仮説立て 制作計画

制作 発表※

課題決定から 考察ま で すべて の工程を 個人が
各々計画し 行う 。

・ フ ィ ールド ト リ ッ プ
（ 研究・ 調査などのための実地見学）

・ スタ ジオ・ 工場・ 研究所見学会
など

・ さ まざまな制作プロジェ ク ト （ 練習）

※一部コ ンピュ ータ & AV Labと 連動
（ ロボッ ト 、 モデリ ングなど）

・ FAB Lab趣旨説明
・ 器具の使い方
・ 制作の進め方
・ も のづく り 基礎（ ミ ュ ージアム学習）

課題決め 仮説立て 制作計画

制作 発表※ 賞の授与※

賞の授与※

※アカ デミ ー展覧会などの開催

※アカ デミ ー展覧会などの開催

Pro ject 1（ １ 学期） 基礎・ 共通プログラ ム

さ まざまなテーマにク ラ ス全体で取組む。

オリ エンテーショ ン

共通プログラ ム

Pro ject 2（ ２ 学期） 個人プロジェ ク ト

Pro ject 3（ ３ 学期） チームプロジェ ク ト

課題決定から 考察まですべての工程を チームで
自ら 計画し 行う 。

夏休み（ 自由研究） 特別プログラ ム
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 コ ンピュ ータ ＆AV Lab（ コ ンテンツの制作スペース）  

施設の活動の主軸である科学教育を 通し た「 生き る力」の育成において中心と なるSTREAM の中で、

主に数学やコ ンピュ ータ サイ エンス、 情報科学、 情報工学、 CG、 オーディ オビジュ アル、 ゲーム制作

などの活動を 通し た学びの場所です。  
 

I oTなど生活のあら ゆる面で情報科学と 工学が融合し 用いら れており 、 こ れら に関する 知識が今後

の未来を支える子ども たちには欠かせなく なっ ています。 こ の分野に関する知識を 、 実践を 通し て身

に付けていき ます。  
 

  
 

 
  

7  

構成要素（ 機能）  

●コ ンピュ ータ ＆AV Lab  

・ PCコ ーナー（ 凡庸コ ンピュ ータ ）  

・ AV編集・ 制作ブース 

（ AV制作用コ ンピュ ータ ・ 機器）  

・ 収納棚（ 倉庫）  

 
※『 FAB Lab』 及び『 スタ ジオ』 と の連動運用を想定 

一年のスケジュ ールイ メ ージ 

公立学校のスケジュ ールに合わせ３ 学期＋夏休みの体制 
参加者の学齢・ テーマに合わせたク ラ ス編成 

コ ース別コ ンピ ュ ータ ＆工学スキル習得
・ 情報工学（ AI ･プログラ ミ ン グなど)
・ アート ＆エンターテイメ ント (CG・ 映像・ ゲームなど）

・ パソ コ ン ･プロ グラ ミ ン グ基礎
・ 数学･アート ･映像･ゲームその他基礎

※一部FAB Labと 連動

（ ロボッ ト 、 モデリ ングなど）

・ コ ン ピュ ータ ＆AV Lab 趣旨説明
・ 機材の使い方
・ プロ ジェ ク ト の進め方
・ 基礎（ ミ ュ ージアム学習）

テーマ決め 制作計画 制作

発表※ 賞の授与※

テーマ決定から 考察まですべての工程を 個人が
各々計画し 行う 。

※アカ デミ ー展覧会などの開催

Pro ject 1（ １ 学期） 基礎・ 共通プログラ ム

さ まざまなテーマにク ラ ス全体で取組む。

オリ エンテーショ ン

共通プログラ ム

Pro ject 2･3（ ２ ･３ 学期） 制作プロジェ ク ト

夏休み（ 自由研究） スキルアッ ププロジェ ク ト

概念図 
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空間イ メ ージ 

 
 

 

 
 
  

３ Dプリ ンタ ー 

サポート スタ ッ フ  
収納棚 
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 自習・ 学習スペース 

静かな環境で自習・ 学習、 受験勉強などが進めら れるスペースです。 持ち込みのパソ コ ンで作業が

でき るよ う に各デスク にはW i-Fi、 コ ン セン ト を 完備するほか、 パソ コ ンを 保有し ない利用者向けの

検索用共有パソ コ ンを用意するこ と を 検討し ます。  
 

  
 

 プレイ ルーム（ 屋内遊び場）  

天候に左右さ れずに、 子ども たちがスポーツや遊びを 楽し むこ と ができ るスペースです。  
 

   

空間イ メ ージ 

 

8  

構成要素（ 機能）  

●自習・ 学習 

・ 仕切り 付き デスク  

・ 共有パソ コ ン 

（ イ ン タ ーネッ ト での調べ物に限定し 、 個別

作業用には貸し 出さ ない）  

概念図 

 

9  

構成要素（ 機能）  

・ プレ イ ルーム 

・ 器具庫 

概念図 
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 多目的スペース 

学校が終わっ た後、 宿題をし たり 、 友達と 遊んだり 、 好き なゲームをし たり 、 本を読んだり 、 それ

ぞれの子ども が仲間や一人で好き な時間の過ごし 方ができ る場所です。 子ども の居場所と し て児童館

機能の中心的居室に位置づけ、 規模によ り 、 各種イ ベン ト の開催場所と し て利用するこ と を 想定し 、

視聴覚設備を 完備し ます。  
 

   

 

空間イ メ ージ 

 

 

10  

構成要素（ 機能）  

・ テーブル＆チェ ア 

・ フ ロアク ッ ショ ン 

・ 本棚 

・ 手洗い場 

・ スク リ ーン＆プロジェ ク タ ー、 音響設備 

（ イ ベント 対応）  

 

概念図 

 

通常利用以外のイ ベント 例 

・ 季節のイ ベント と 工作教室（ ク リ スマス、 ハロウィ ン、 こ ども の日、 ひな祭り 、 夏祭り など）  

・ お楽し みイ ベント （ 劇・ 音楽会、 読み聞かせなど）  

・ 各種教室（ ゲーム、 遊び、 趣味など）  

・ 活動発表会（ 展覧会、 制作・ 研究発表会）  

 

テーブル＆チェ ア フ ロアク ッ ショ ン 

スク リ ーン＆プロジェ ク タ ー 
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 キッ チン 

子ども サイ エンスアカ デミ ーの活動の一環と し て、調理と いう 側面から「 サイ エンス」、「 食育」、「 伝

統」 について学ぶ機会を 創出し ます。「 サイ エンス」 では調理や食にまつわる科学的知識を 、 また「 食

育」 では食品の栄養素・ 健康に関する知識やさ まざまな調理法、 マナーの習得を 通し 、 生き る上で必

然の「 食べる行為の大切さ 」 を学びます。 また、 食を通じ て地域の方から 地産地消料理について教え

ても ら う など、 世代を超えた交流を 生み出す場と し ても 機能し ます。  
 

   

 

空間イ メ ージ 

  

11 

構成要素（ 機能）  

・ アイ ラ ンド 型キッ チン（ 複数台）  

・ 業務用冷蔵庫 

・ 電子レンジ／オーブン 

・ 調理器具収納棚 

・ 視聴覚設備 

 

概念図 

 

活動・ プログラ ム例 

・ サイ エンスク ッ キング 

・ ガーデンク ッ キング（ 菜園で収穫し た作物の調理）  

・ 食育イ ベント  

・ おやつ作り  

など 

アイ ラ ンド 型キッ チン 



３ ．基本計画 

－ 42 － 

 

 スタ ジオ 

子ども たち が楽器やバン ド 練習、 歌の練習などを 行える スタ ジオです。 楽器のほか、 音響機材を

使用できる環境を整えます。 コ ンピュータ ＆AV Labで行う 音楽や映画、 コ ンテンツなどの制作に必要な

音源録音などの活用も 想定し ます。  
 

   

 

空間イ メ ージ 
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構成要素（ 機能）  

・ 防音室 

・ 機材／楽器倉庫 

概念図 

 

活用例 

 

スタ ジオ 

コ ン ピ ュ ータ ＆AV Lab  

作品として動画チャンネルにアップ！ 

誰でもクリエーターとして作品を世界中

に発表できる時代に生きる子どもたち 
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 屋外遊び場（ プレイ パーク ／遊具）  

子ども たちが遊びやスポーツを通し 、 思い切り 心や体を動かし 、 健やかに育つ場と なるのが屋外遊

び場です。 従来型の屋外遊具施設に加え、「 生き る力」 の育成に沿う 屋外遊び場と し て、 子ども の自主

性を 重んじ る「 プレ イ パーク
※
型」 の屋外施設の整備を検討し ます。プレ イ パーク では自由な発想でさ

まざまな遊びに挑戦するこ と ができ 、 遊びの中で創造性、 協調性、 自主性を育み、 健全な心身の発達

を促し ます。 低年齢向けの屋外遊具は安全基準に基づき 、 安心し て遊べる環境を 整備し ます。  
 

  
※プレ イ パーク：「 自分の責任で自由に遊ぶこ と 」 を基本に、身近な素材を使っ て遊ぶ場所。公園遊具がない代わり に、

泥遊び・ 木登り ・ 虫採り ・ 工作など自由な発想でさ まざまな遊びに挑戦出来ます。  
 

空間イ メ ージ 
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構成要素（ 機能）  

・ プレ イ パーク  

・ 手洗い場 

・ 屋外遊具 

・ 砂場 

概念図 
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 ガーデン 

一年を通じ 、 木々や植物の成長サイ ク ルを知り 、 実際に栽培・ 手入れに関わり 、 またそこ に集まる

昆虫やさ まざまな生き 物と ふれあう こ と で、「 生態系」 や「 自然のし く み」、「 生き 物のし く み」 など実

体験を 通し た学びの場を 創出し ます。  

また、 野菜や果物、 穀物などを 畑で栽培し 、 それを 調理し て食べるプロセスを通じ 、 生命への感謝

の気持ちや、自然の一部であるこ と の実感を通し て、子ども たちの心と 体の健やかな育成を 図り ます。 
 

   

 

空間イ メ ージ 
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構成要素（ 機能）  

●ビオト ープ 

・ 池／観察デッ キ 
 

●菜園 

・ 野菜などの栽培用畑 

・ ハウス（ 苗栽培）  
 

●ガーデン 

・ 地域に自生する樹木を中心と し た木々 

（ 昆虫や鳥が集まり 、 実がなる木など）  

・ 宿根草及び一年草の栽培地 

概念図 

 

活動・ プログラ ム例 

●ビオト ープ 

・ 生き 物観察 

・ 環境教育 

●菜園 

・ 耕作－栽培－収穫 

・ ラ ボ研究用植物栽培 

・ 食育 

●ガーデン 

・ 植物・ 樹木の栽培 

・ 生き 物観察 

（ 昆虫、鳥、動物などの観察） 

●共通 

・ バイ オサイ エンス教室 

（ サイ エンスLabと 協働） 

ビオト ープ 

菜園 

ガーデン  
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3-3 必要諸室一覧 
①必要諸室一覧 

現段階での児童館の必要諸室と その計画規模（ 面積） を 、 類似施設を 参考に以下の通り に設定し

まし た。  
 

■児童館の必要諸室と 面積 

必要諸室 概ねの面積（ ㎡）  

 エント ラ ンス・ 総合受付 350 

 キッ ズスク エア 160 

 ミ ュ ージアム・ Ⅰ 340 

 ミ ュ ージアム・ Ⅱ 270 

 サイ エン スLab  

 FAB Lab  

 コ ンピ ュ ータ ＆AV Lab  

180 

 自習・ 学習スペース 

 キッ チン  

 スタ ジオ 

190 

 多目的スペース 190 

 プレ イ ルーム 400 

その他機能 900 
 

合計（ 必要と さ れる 延床面積）  約3 ,000 

 

■屋外の必要面積 

屋外 ※駐車場（ 80台） 含む 約5,000  
 

本基本構想・ 計画では（ 仮称） 科学技術学習児童館に求めら れる必要延床面積を 約3,000㎡と し

て算出し 、 今後検討・ 設計を進めていく にあたっ ての参考と し ます。  

 

  ※必要延床面積については、 今後実施する設計業務における面積と の一致を 求めるも のではあり ま

せん。  

  

1 

2 

3 

4 

7 

6 

5 

12 

11 

8 

10

9 
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3-4 事業活動の具体例 
①居場所・ 遊び・ 運動の具体例 

子ども たちの健やかな心身の育成に関与する事業活動です。  
 

■機能概念図 
 

 
 

施設機能 屋外遊び場 プレイ ルーム 多目的スペース 
キッ ズスク エア 

（ 乳幼児コ ーナー）  

活動例 

  プレ イ パーク  
  屋外遊具 

＜各運動ク ラ ブ＞ 
  卓球ク ラ ブ 
  バド ミ ント ンク ラ ブ 
  一輪車ク ラ ブ 
  ジャ グリ ングク ラ ブ 
  バト ンク ラ ブ 
  ダンスク ラ ブ 
  親子体操 

＜各種季節イ ベント ＞ 
  ボード ゲームク ラ ブ 
  お絵かき／ぬり 絵 
  簡単な工作 
  おも ちゃ遊び 
  活動発表 
  映像上映 

  春日部の自然と 文化をテ
ーマと し た遊び場 
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②サイ エンス学習の具体例 

STREAM をはじ めと する理数教育に関わる事業活動です。活動内容により 、サイ エンスLab、FAB 

Lab、 コ ンピュ ータ & AV Lab、 多目的スペースなどの活動場所を選択でき ます。  
 

■機能概念図 
 

 
 

施設機能 
サイ エンス Lab  

（ 科学を 学ぶ実験研究室）  
FAB Lab  

（ ものづく り の工房）  
コ ンピュ ータ ＆AV Lab  

（ コンテンツの制作スペース）  
キッ チン 

活動例 

  サイ エンスク ラ ブ   も のづく り ク ラ ブ   パソ コ ンク ラ ブ 
（ プログラ ミ ング、 CG、
映像制作など）  
  数学ク ラ ブ 

  サイ エンスク ッ キング 
ク ラ ブ 

 

施設機能 スタ ジオ ガーデン 

活動例 

  楽器演奏 
  歌 
  レ コ ーディ ング体験 

  研究用ハウス 
  菜園／花壇 

（ ガーデンク ラ ブ）  
  ビオト ープ 

（ 生き も のク ラ ブ）  
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③ラ ボ活動と ミ ュ ージアムの連携 

ラ ボでの活動前の事前学習、 活動中の調べ物、 活動後の復習や、 さ ら に学びを深め、 広めるために

ミ ュ ージアムを活用。 サイ エンスLab、 FAB Lab、 コ ンピュ ータ ＆AV Lab、 一般学習などサイエン

スアカ デミ ーにおける活動をサポート し ます。  
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④ラ ボ活動のプログラ ム例 

STREAM を念頭に置いたカ リ キュ ラ ム 

アカ デミ ーのプログラ ムを 複数受講し たり 、ステッ プを 追いながら さ まざまなコ ースを体験し た

り 、 有機的に他領域と のつながり を 持たせたり し ながら 総合的に学ぶこ と ができ ます。 単一で学び

を 進めていく のではなく 、 それぞれの関心に応じ て深みのある学びの追求を 目指し ます。  

 

■プログラ ム展開例 

 

 
 

 

※高度な設備を要するも のは、 大学など近隣の外部高等研究機関と の連携を検討し ます。  

 

ロボッ ト

AI／プログラ ミ ング

センサー

材料

動力

機構／制御

設計

I T／コ ンピュ ータ

コ ンピュ ータ 基礎

イ ンタ ーネッ ト 基礎

プログラ ミ ング

CG／モデリ ング

生命・ バイ オ・ 地球

生物研究

ゲノ ム研究

地球環境研究

気象研究

ソ フ ト 基礎

天文研究

地理研究

その他

動画（ 撮影／編集）

数学

も のづく り ２

（ デスク ト ッ プフ ァ ブリ ケーショ ン＝
卓上サイ ズの3D プリ ンタ やレ ーザーカ ッ タ ーなどの加工機械を使っ たも のづく り ）

も のづく り １

（ 工作）

ロボッ ト の利用


